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1・研慌の隈題 水帽の夢間直橋義i昔は在
来の移級裁培さは、その「技術積系jや異にす
るものであるから、新しい「技術開系」の曜立
のためには、生産行種。全過程に亘っτ、その
合理化のための分析的な研究ぞ必要さずるので
あるoそこで、先づ、水稲栽培の作，費量白をなす
「矯種の方法」について研究じなければならな
い。この矯種の方法の研究は、第ーには*摘を
多聞に直橋すべき矯種の適期の確定、第こには
夢閉じ遁Eなる備種の方式の制定、第.:::1こは適
正なる方式に矯種するとさの出来る機種機の考
案に就て研究や進め怠ければならない。
2・研賓の方法 賞所の開揚に於て昭和 17
年iζ衣の如舎研究を行った。桶種朋-5月11.
21. 31. 6月'd日の4期。機種方式ー畦間 2.1尺
株問。2尺o時間18尺株間0・3尺、畦問 1:5尺株
間0・3尺‘試験直一6畝歩の試噴岡を3匿に分ち
裏作小1f:の畦問を穆め2.1尺1.8尺1・5尺さして治
~各匝を更に 4分じて照種朔を異に L、*-惜旭
を浸檀しないで矯種した。潜水・施肥は普通移
植韓増さ同僚に行った。
昭和'8ft!の試験は矯種明を 4月1(')， 2d. 3('). 5 
月1(')，2(')， 30日の6期に分tr.樋随方式も 1.6尺
1.5尺、 2.0尺にしておわt水稲旭を矯種したの
tであるが、重量穿後時鮎 (Gryllotalpaafrfcana 
pa1.")に1食害せられたのでやむそ得予設計冶費
更して畦間2.(')尺、 1.5尺の小委跡~は不耕のま
L瀧水しで畦聞の中央に前者は株間4寸、後者
は5寸さして，普遁箇'I'移粧し、畦問1尺の匝は
耕転・男農地・代撮して睦、株間9寸ざして普遁
強沿移紘しTこ。
矯種機構種方式が確定さをt.~ば、それに廠
じて適営なる矯種機が考案せられ怠ければなら
ないo さ三ろで、信種機の考案さしては、艶
(摘)橋よ!りも保婦の方式の方が容易であり、
縫って、矯種方式に闘する研究に於て、僚矯が
動(摘)婚に劣るニさがなければ、僚僚にする
に如くはない。
3・研買の絹県
(1)帰穫の時期。直情義培の適期-I'知らんが
ために、普通移続殺培に於砂る筒代への摘種の
時期を基準さじτ、それより10日づ hをおいて
矯帽した成績を橘種の方式さ開聯に於て示せば
第 1表の如くである(本表じ示したもの以外句
鰭積13式の試験匝は一部分蛾舶に喰審せられて
補航した部分があったので牧量調査から削除し
た〉。水間安問直矯哉培の矯種却は、在来の移徹
哉絡に於ける苗代への橋種期fこる 5月1日から
第 1表 ‘ 橋種明~，方式さ4k量ミの関係(昭和17".) 6月初日までの閉じ於ては、問
ーの矯種方式では早い程牧置が
多〈、遅くなる程牧量が少くな
ってゐるが、橋種方式'I'聾へて
1.5尺に3寸さすれば5月 21日
措置に於ても相官の牧量(2写8)
石をあば得られるニさを示しτ
ゐる。 5月11日矯種のものぞ、
在来の移植栽犠のそれざ比較す
るに、直矯が玄米の牧量に於τ
多いのみなら歩、その品質に於
で優れてゐる。
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くわ栽培の方式。水稲多聞直
矯の矯種、栽婦の方式は、裏伊
奈の矯種方式ごめ嗣掛t二於て究
められたt7ればならな，、。それ
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投、先づ裏作...の婚種方式さ』肱量さの聞係に就
て調査せる結果は第2表に示す如<~ 1.5尺糧費
のものが概してよかったのであるoこの要聞に
水稲を4用10日から10日おきに直?脅したのであ
るが、既に遮ぺた如く、時拡に喰寄せられて所
;明の賓識が出来なかったので、不排移値さ在来
刀普通移雄ミ比較しfこQ その結果は第3表に示
すまli<である。即ち、夜来の移杭栽培陀於ける
k日〈株間9寸闘捕に3-5本移椴するよりも、多
胡後瀧水して不耕のま¥.1.0尺の畦聞に5寸の
閉捕で保組〈遁稀並木被)したもの h牧量は、
僅かではあるが啓してをり、籾の楠乾物重量及
.重量に劃する割合が高くなってゐるo~ころ
が、 2尺の畦聞に4寸の間嶋て'候補しfこるもの
は可成り減牧してゐる。これによっτ見るに、
'隆
金
第2表裏作小差Fの播種方式さ牧量三
の聞係{昭和17.-18年〉
~， I噂糧法|唆 量
尺
事昨CIJIfJI) 保 播 1.0 11.798 
" C " ) " 1.5 "Il.786 
P ( " .) R 2.0 2.266 
不堕地〈申書持〉 穴 播 2.0 1).411 
1' . l " ) " 1.7 11.784 
備考 (1) ・嵯間 1 尺のもの lt鍬 = よ~IJ f~ も困慌で
賞用!It鑑なし。
傑
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(2)品種畠岡， 1畝歩?e刈調査成積である。
第3表義継の方式さ4文量三の関係
{昭和 18 &j!.) 
線 徳 別|僕値 !侠筒|株樋
一一一一一一一
開 2.0 1.6 0.9 
間 0.4 0.6 0.9 
'総事E物軍量(kg) '1054 11102 1295 
貌 重 量Ckg) 465 669 663 
親重量n思申E物複ゑ 0.404 0.47 0.44 
2誕 重 量(kg) 589 632 731 
双冨量!l襲撃量 0.79 0.90 o:n 
親 1斗重量(kg) 10.3 10.3 10.3 
瓢 容 量〈石} 4‘52 5.53 5.47 
均 鮫 檎 敏 83 101 100 
昧聞は稲妻を遁じて 1.5尺程度が適賞であるも
のh如〈である。
(8)禰種慢の考築o7k稲妻間也婚の鱗種哉植
め方舟1・5尺の畦聞に 3寸間隔制二 1本づ h
生長せしめるこさが居遁のものであるか否かは
今後貰験を重ねるこさによっτ更に確定されな
ければならないが、少〈さもそれが相官の賞用
的慣値があるさすれば、一廓それを基準さして
情種憶を考案するこさは無取ではたいであら
うdけだし、従来の直矯韓培の失敗の重要なる
原因さして厚婚に渇たこさを現地調査によって
確めてゐる吾々は、再びこの失敗を繰越させな
いために、薄〈而も遁確に播くとさの出来る鍋
種機をつくるこ三の必要を痛感せしめられτゐ
るからであるoそこで普々は、充分質問に供し
得る播種機を考案製作したo'
4.考 察 7九稲奏聞直憎の矯種明が夜来の
移植栽時の商代備種期より:;-<れたものは、そ
のお〈れるに縫って救量が減少しτ，ゐるo縫っ
て、委聞に直揺する時期は在来の移植栽培の箇
代情種朋よ・りも遁れ1'，(い二さが必要であるo婆
聞に早〈矯けば、~聞に於ける播種作業が容易
であるのみならや、 5月より t4月の雨量は常
に多いから矯種した籾種子の費芽がよいのであ
る o 併しながら、~聞に直矯する時期がお〈れ
るに縫って牧量の滅状する原因は分葉本数の:少
いこさであるこさは既にみたま日〈であるo故に
やむを得今直播朋が遅れた揖合は機種量を槍す
町三共i二、播種前iミ叡種子の風呂場浸を2日間行
ひ聾芽-l-促準せしめるとさである。又、矯種・
栽培の方式に於ては時間1・3尺程賓の保矯植に
する方が在来‘の移紘栽崎の9寸間隔の株植より
もより£き生育をするニさは、所調 tクロクリ
マ~開聯ずるもの h 如《、畦問庚き場合に地温 、
の高いとさは後に報告する地温空〉賓測結呆が明
示してゐるきとろであ手。
5・摘 要水稲妻間直婿栽培に於ける情種
油期の確定、遁Eなる矯種方式の制定、それに
壇賞なる播種機の~案を目的さし、矯種方法に
開する研究を行'って衣の如き結果を得fこo
(1)穿間直情裁埼の矯種間は、在来の移犠識
培よりも早い方がよい。
(2)多聞直情栽埼に於ける矯鍾方式は、畦問
1.5尺、株間3寸に 1本生長せしむべを保播ぞ
遁賞三するもの h如くである。
(3.)適首なる鰭程方式に到躍する鍛種倹を考
案てし賞用に供するこさが由来fこo
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，.研買の標題賓験蜜での「水鞍の聾芽生
長さ土壌水分さの関係J(1)研究によれば、水
稲さ蛾も土動k分70%聴度にてよ〈接芽生長し
叉、ポット試験による仁71<.帽の瀧j既iこ闘する研
，究J(2) lこよれば、水稲さ雌も幼施形成朗自iま
' ""{jは、土君臨水分70~智2度にてよ〈生育する。し
かして、この貰験室及びポットによる賓験成績
は、より具韓的な保f!tの下に於て夏に確置きれ
なければならない。そして、それは水・陸前や
移杭した稲さ直帰稲さの生育並に牧量の比較研
究ぞ色、賓地或は賓地に近い賦態で港行しなけ
ればならない。しかしながら、それは軍に地上
部の比較研究のみなら歩、.特に根系の比較研究
そ必要さする。けだし地上部の生育の基礎ゃな
すものは根部の生宵であり、而も、それが水苗
さ陸前及び移植さ直情さでは著しく異る航態に
おかれるからである。
2.研究の方法
(1)水・陸筒、'厚・薄播荷の生育比較は、普通
水筒さ菰矯*'陸苗に就て 7月5日草丈・分葉を
調孟しすこ。その各々め育苗法は次の如くであ
る。
普通水苗表土ぞ耕題、砕土し、地水代掻し
て苗床を形遣り、籾種ぞ坪雷 3合播種L、JI秒、
ぞ籾種の買れる程度に覆土して、苗が1寸樫度
生長後i自粕ぞ坪雷約180瓦施用しすこq 潜水は
常に踏切溝にi甚へ、床面には乗らぬ種皮ざし
fこo
T事情水前 前同様の苗代ぞ作り、播種は大命'
蹴籾播機にて 1寸2分間隔に 1粒宛矯種b、肥
.料ぞ普通苗の倍量施しずこ。
1輔陸苗表土~2糎位指lJ壊って高低を均し
τ床面さし、不耕土上に籾種子守大命蹴籾矯機
にて 1寸2分間隔に 1粒宛播種し、その上に約
1糎位の摩さじ直径O.5cmの飾で却しすこ土ぞ彊
ひ、更iこ、その上に飾の上』こ残った土を3糎
以上覆土した。(土壊水分の、消失さ雀害を防止す
るため〉この土居3糎は籾種子が重量芽してその
上に表れ始めた時に掻取、肥料ぞ普通蔀の倍量
を施しt:.，o瀧水lませ歩bてi自然の降水によって
水分が供給されずゆみである。
籾種子は5月5日に浸水し、 5月11日に情種
して 7月5日に生育調盆し?こ。
(2)普通水菌、灘矯陸簡の移杭稲さ直矯椙の
生育、特に根系の展開賦態を比較研究するため
に、きたの如き'h・法を採用した。
縦 3尺8寸、横δ尺、 (1000分の1反〉深，き 2
尺5寸のコンクリート捕やつ〈り、その中に心
土約1尺5寸ぞ練り込み、表土は計量して約5
寸ぞ入れ耕地の賦態に近からしめ、それに南北
1尺5寸の畦問、 3寸の株聞に2t築挿挟叉は
播種した。直情匝は畑賦態のま hで5月5日に
播種して瀧水せ今、修秘匿は前記育苗法により
たる荷ぞ7月6日に挿供した。 7月6日以後は
雨者共i甚水地i師して保i'f~等し〈し大a コシク
リ-t-の摘はその1側面に 1cmの厚さのガラス
を1尺につき 3寸の傾斜にてはめこみ根系の展
開過程在自然の肱態で謄事し得るやう1こして毎
週1回根系や勝第するさ共に草丈・分襲調査し
最後に牧量調孟した。
3.研賀結果
1.普通水筒・滞情水陸苗の生育各移纏苗を
7月5日抜取り任意の菌1束に就き分葉本童文別
.にその本車交及び最長草丈ぞ調査した。その結果
は第1表に示す如〈、陸苗の生育が著し〈優れ
てゐる。
2 71<陸笛移彬i・直矯椙の生育 コシクリート
槽7月6日現在の直播稲生育賦態は、草丈
29.1 cm分嬢3本であったのeで、商I記の育苗法
により生育した普通苗は分襲しないものを3本
陸縛矯苗は 3 本に分襲したもの 1 本~各 I株ミー
してコンクリー b槽に移植した。〈肥料は油粕
反曽30貫の割合で全部基肥さして7月6日じ施
用した)その生育賦態ぞ比較すれば第2表の加
〈であり、陸分襲苗移植の生育は著じ〈優り、
これに針して普通水苗移粧の生曹は草丈・分葉
共i二劣り、直情稲の生育は分棄に於て劣つ古島
る。
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第 1表 各移植歯生育比較
路薄術菌分議
..敬 >q懸1'"1緊 蜘 15f麟|μ|営
20日〉現在に於ても禾だがラス
而に根が現れて居ーないが.陸分
譲苗移植匝は移植後1週間目
(7月13日)よりがラス面に根が
現れてゐる。しかし車矯匝に比
べれば少Iない。其の後各麗の根
系の伸長・繁茂航態は、直播恒
tl'早〈より地中深〈伸長してゐ
て、その繁茂も著しい司これに
吹いで陸分菓首移椋匝がよく伸
長・繁茂してゐる。水普通苗移
植直は最後迄他2匝に及ばT昔、
8月3日幼穂形成明頃迄は、未
だ殆ど表土に漫い根が現れτゐ
るのみである。
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第2表直捕さ移植の生育比較
1.~ 丈 l分業
月日直椿|霊l'輔笥直燭1=1嘗沼i箇
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3.水陸筒移植・直播梧の根系 地上部の生育
賦贈に劉燃する根系の展開航態ぞ調査しすこ結
果は第1"':"1(')聞に示す如〈である。それじよ
れば、*普渇苗移粧直lま移植後2週間目 (7月
第 3表 直播ミ移板の牧量比較
この調査で注目すべきは、直
情稲の根系が生宵初期より地中深〈庚〈伸長し
8月上旬から地表耐こ浅〈密足するに封い移
板稲の根系は生育初期に地表面に漫〈密生し、
8月上旬から地中深〈伸長するさいふこさであ
る司但し陸分襲請の移板悟の根系は直矯橋の根
系に近いやうな展開賦態ぞ示す。叉、陸分葉商
移杭は水普通苗移枢より新根の費生が速かで、
しかも根系の伸長繁茂が大であるこさは注目す
べきである白
4水陸.苗接統・直槽揺のl&量 ~k量調査の結
果は第3表に示す如〈、直矯揺の牧量が最も大
でありきたいで陪分葉商移植匝が多いのである。
直情績の牧費、の多い原因は1穂宮の籾重量が多
い1:めであって、それは直播絹の分緊朋が早〈、
無効分襲が少なかったために穂が大きくなった
のであ1.)0
4.考 察
キキ種移杭苗の生育服態在比較検討し
濁奪事項 I øt~ 抹滋 l 山日直情 I=~I啓翻直椿 | 薬害 |普通筒 てみるさ、普通3合鍛苗より滞情(1す2分間隔に 1粒).1&肥貨が、水首ょの
陸請の生育が優れてゐるq 帯構倍肥哉
の生育のよいこミは説明や要しない種
明瞭であるが、同様の帯機首lこ於てl)t
酋より陵商の生育めよいのは何故であ
る治、吾々はこ、に・「水稲の聾芽生育
さ土機水分さの開係lf水帽の瀧概」に
聞する柄研究によって確認せられたさ
出 穂 敏 13 14 14. 295 317 301 
機能物重量 gr 70.9 69.4 49.盛 1560 1527 10871 
総 叙 震 量 gr 34.¥1 32.2 '23，9 752 708 526 
綿籾璽t/組事E物霊:It 0.48 0.46 0.48 一 一 一
1穂の毒事現重量1:gr 2.55 2 24 1.74 一 一 一
完全籾質量Igr 33:8 31.1 23.6 744 684 519 
枇 重 量 gr 0.4 1.1 0.3 8 24 
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播直陸分譲苗移植
???
???????
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???
ころの水帽の生育初期ほ湛水瀧
概直より土壊水分70%程度にτ
よく聾芽生長するさ閉じ事責で
あって、それが、むしろ水帽の
本位であるこさぞ認めぎるを得
ないのであるo@pち、水輔さ鰍
もその生育初期は陸輔さ同じく
知!賦態にでよく生長するもので
あるこさは最早疑ひなきさころ
であるq
水普通苗、陸分襲酋の移植後
の生育そ出較すれば、陸分襲苗
移植匝の生育が著し〈優れて 七
.ゐる。そじて、その根懐が根の 旦
生育旺盛なるこさに基礎づけ 0 
られてゐるこさは、本研究の 品
主題t:る根系の展開過程の追究 査
によりて明らかにせられたさこ
ろである。又、陸分襲苗移植樹
の生育、草丈及び分襲は直播椙
を凌ぐ躍であるが根系の展開賦
態は直橘婚には及ばない。こ h
に陸分譲苗移植匝匂牧量が直婚
に及ばない根被がある様であ
る。白lち、直描稲の根系は、先
づ地中探4庚〈展開し8月上旬
以後よち地表面に浅根が密生す
るから幼穂形成期以後に表土の
分解しお肥料分を充分吸』肱利用
するこさが出来る。縫って、こ
の時期iこ晩期遁肥しなくさも穂
の形成充分であ1り。しかも 1穂
の着生籾粒散さその重量がメえさ
なるのであるo然るに移紘梧の
担系は、先づ地表面に浸根密生
して8月上旬以後より地中に伸
長するが、その率は直矯樋に比
4れば僅である口故に、初期の
生育問よ〈、特に分葉本裁が多
いが幼穂形成期以後のH限ヰ吸牧
が克分でない司こ、に移植絹の
1穂の着生腕撤さその重量が小
(g6) 
，. 
である根嬢があるのであるr
しかしながら、陸分菓苗移紘
輯の根系は、直橋治に近いから
その生育相及び牧量も亦底婚の
ものに近川のでゐる。こ、tこ陸
分襲苗の長所があるのである。
陸分葉苗の育成を第}義さする
香川鯨の篤農家三好氏の輯作法
のすぐれてゐる匙は、陸分凝苗
矯直陸分蕪苗移植普遁苗移植
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